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叙
位
・
叙
勲

平成™œ年˜™月™日 月曜日 第�˜Ÿš号官 報

衆

議

院

議
案
送
付

十
一
月
二
十
八
日
参
議
院
に
送
付
し
た
本
院
提
出
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確
実
な
賠
償

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子
力
損
害
に
係

る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案又
同
日
参
議
院
に
送
付
し
た
内
閣
提
出
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案

質
問
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｆ
３
５
e

Ａ
の
配
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
古
本
伸

一
郎
提
出
）

い
わ
ゆ
る
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
鈴
木
貴
子
提
出
）

特
定
秘
密
保
護
法
案
及
び
防
衛
省
の
秘
密
解
除
後
の
文

書
公
開
と
破
棄
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
長
妻
昭
提
出
）

参

議

院

議
案
提
出

十
一
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ

た
。歳

入
庁
の
設
置
に
よ
る
内
国
税
並
び
に
労
働
保
険
料
及

び
年
金
保
険
料
等
の
徴
収
に
関
す
る
業
務
の
効
率
化
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
中
西
健
治
外
三
名
発
議
）

（
参
第
一
〇
号
）

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
尾
辻
秀
久
外

六
名
発
議
）（
参
第
一
一
号
）

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確
実
な
賠
償

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子
力
損
害
に
係

る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
（
衆
第
二
三
号
）

議
案
受
領

十
一
月
二
十
八
日
衆
議
院
か
ら
次
の
内
閣
提
出
案
を
受

領
し
た
。

薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
二
一
号
）

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
に
お
い
て
修
正
議
決

し
た
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
一
四
号
）

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
閣

法
第
一
五
号
）

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出

さ
れ
た
。

二
〇
一
三
年
度
第
二
四
半
期
の
国
内
総
生
産
の
速
報
値

に
関
す
る
質
問
主
意
書（
藤
末
健
三
提
出
）（
第
七
三
号
）

生
活
保
護
引
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず

ほ
提
出
）（
第
七
四
号
）

生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
算
出
の
検
証
及
び
生
活
扶
助
基

準
改
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず
ほ
提
出
）

（
第
七
五
号
）

文
部
科
学
省

猪
口

邦
子

松
山

政
司

那
谷
屋
正
義

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）

（
十
一
月
二
十
六
日
）

安
西
祐
一
郎

榎
田

好
一

黒
田

一
雄

羽
入
佐
和
子

宇
佐
美

誠

川
井

郁
子

早
川

信
夫

青
野

由
利

島
谷

弘
幸

長

有
紀
枝

井
手

明
子

内
永
ゆ
か
子

内
山
田
竹
志

重

政
子

福
成
菜
穂
子

安
達

仁
美

二
瓶

和
敏

野
村

道
朗

黒
田

玲
子

林

梓

観
山

正
見

木

昭
隆

木
下

康
司

山
中

伸
一

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）

（
十
二
月
一
日
）

〇
叙
位

太
田

和
紀

従
四
位
に
叙
す
る

笹
倉

實

従
五
位
に
叙
す
る

荻
山

義
男

五
島

哲
夫

坂
本

敏
江

田
中

功

都
築

隆
也

正
七
位

長
谷
川
節
夫

藤
井

憲
男

山
田

久
明

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
平

清

佐
々
木
重
孝

高
田
竹
五
郎

中
村

研
一

西
方

友
吉

平
野

和
義

細
田

林

松
岡

久
旺

松
田

弘

村
山

三
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

鈴
木

英
雄

谷
米

肇

中
島
建
一
郎

星

三
代
治

盛
定

寛
治

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）永

躰

靖
敏

竹
内

鈴
夫

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
八
日
）

（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）
従
七
位

梅
澤

敏
夫

正
四
位
に
叙
す
る

（
神
戸
商
船
大
学
名
誉
教
授
）

佐
治

吉
郎

正
八
位

蔀

哲
朗

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

酒
井

政
和

正
五
位
に
叙
す
る

田
中

健

従
五
位
に
叙
す
る

木
下

政
吉

正
八
位

小
林

久
雄

（
秋
田
市
公
立
学
校
長
）

進
藤

隆

堤

光
昭

戸
谷

喜
金

中
重

泰
男

横
山

善
長

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

犬
塚

修
二

岩
本

光
史

梅
野

昭
然

川
口

秀
一

先
崎

亀

田
渕

宏

橋
本

清
助

本
橋

茂
次

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

今
西

幸
敏

小
倉

秀
夫

中
村

敏
夫

平
向

五
郎

松
尾

克
治

山
崎
林
之
助

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）太

田
口

巖

大
槻

俊
雄

永
田

忠
雄

平
野

友
博

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
九
日
）

正
八
位

宮
川

渉

従
三
位
に
叙
す
る

片
平

成
章

正
五
位
に
叙
す
る

石
野

功

上
田

¶
利

最
上

勉

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

上
田

安
磨

梅
田

茂

大
濱

鍾
吉

奥
澤

康
夫

金
田

茂

倉
橋

勵
三

酒
井

一
雄

米
澤

昇

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

橋

光
二

深
井

武
志

福
岡

隆
夫

山
中

英
嗣

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）赤

野

正
雄

遠
藤
千
代
三

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

田
代

次
登

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
月
三
十
日
）

勝

光
雄

正
五
位
に
叙
す
る

遠
藤
伊
佐
保

正
六
位
に
叙
す
る

石
岡

長
幸

今
泉

貢

牛
田

静
裕

小
澤

家
富

黒
崎

正
光

曽
山

泰
男

中
島

秀
人

原

徹
夫

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

高
森

利
男

竹
内
一
二
三

田
原

集

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
三
十
一
日
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
八
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ

た
。研

究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開

発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に

関
す
る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
塩
谷
立
外
四
名
提
出
）

（
衆
第
二
二
号
）

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確
実
な
賠
償

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子
力
損
害
に
係

る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
（
文
部
科
学
委
員
長
提
出
）（
衆
第
二
三
号
）

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
八
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議

院
に
送
付
し
た
。

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
ˆ
階
恵
美
子
外
四
名
発
議
）
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